
フランストヨタで立ち上がった、 
勇気と熱意と正義の労働者をこころから支持します。 
 
これはトヨタに対する画期的な闘争です。 
トヨタの労働者と下請け企業を、 
「乾いた雑巾」としてしかみない経営者に、 
「ノン」を突きつけた行為を、 
１００パーセント支持します。 
 
労働者はトヨタの経営者がいったように、 
「絞れば絞るほど利益を生み出す」 
雑巾のような存在ではありません。 
 
米国にある日本の自動車労働者は、 
いまだ組織化に成功していません。 
 
しかし、フイリピンの勇敢な労働者とフランスの自由を求める労働者が、 
世界のトヨタ労働者の先頭を歩いています。 
 
日本でも、自動車工場のハケン労働者が立ち上がっています。 
日系ブラジル人労働者も立ち上がっています。 
 
皆さんの決起が、どれほど、日本の労働者に勇気を与えているのか、 
それを知ってほしい、と思います。 
 
この粘り強い闘争を日本で伝え、 
それにつづく闘争のために役立ちたい、と願っています。 
 
お元気で。ご健闘下さい。 
 
２００９年４月２０日   鎌田慧 


